
東海豪雨と今回の大雨の比較

  

天白川激特事業の概要

河川整備（5k100付近）

天白川水位観測所における水位低減効果（今回の大雨）

※激特事業による計画高水位の見直し分（151㎝）を差し引いた値を水位低減効果として評価した。

事業実施前の河道

水位差（事業前水位－今回水位）
10.26ｍ－6.65ｍ＝3.61ｍ
低減効果（水位差－計画高水位見直し分）
3.61ｍ－1.51ｍ＝2.1ｍ

河川の最高水位（天白川水位観測所）
最大60分雨量
（日進観測所） 激特事業後

（今回大雨時河道）
激特事業前

（東海豪雨時河道）

―10.19ｍ（実績）77㎜東海豪雨

6.65ｍ（実績）10.26ｍ（推定※）89㎜今回の大雨

※2026.9.8の実績水位から計算した流量が、東海豪雨時の河道を流下したものとして算出。

位置図

天白川水位観測所

5ｋ100付近

約210㎝の水位低減効果を発揮

整備前

整備後


